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(57)【要約】
【課題】空間における感染性物質への感染リスクを特定
することができる感染リスク特定システムなどを提供す
る。
【解決手段】感染リスク特定システム１０は、空間に滞
在する人の感染性物質への感染レベルを特定する第一特
定部５１と、空間における人の位置を検出する検出部５
３と、特定された人の感染レベル、及び、検出された人
の位置に基づいて、空間内の位置ごとに感染性物質への
感染リスクを示すマップ情報を生成する第一情報処理部
５４とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間に滞在する人の感染性物質への感染レベルを特定する第一特定部と、
　前記空間における前記人の位置を検出する検出部と、
　特定された前記人の感染レベル、及び、検出された前記人の位置に基づいて、前記空間
内の位置ごとに前記感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生成する第一情報処理
部とを備える
　感染リスク特定システム。
【請求項２】
　前記第一情報処理部は、さらに、前記マップ情報を時間の経過とともに更新する
　請求項１に記載の感染リスク特定システム。
【請求項３】
　前記第一情報処理部は、前記マップ情報の更新において、前記マップ情報における感染
リスクを時間の経過とともに分散させる
　請求項２に記載の感染リスク特定システム。
【請求項４】
　さらに、前記人が所定の動作を行ったことを特定する第二特定部を備え、
　前記第一情報処理部は、前記マップ情報の更新において、前記人が前記所定の動作を行
ったことが特定された場合には、前記マップ情報における当該人の位置の感染リスク、及
び、前記マップ情報における当該人の位置の周辺の感染リスクの少なくとも一方を上げる
　請求項２または３に記載の感染リスク特定システム。
【請求項５】
　前記第一情報処理部は、前記マップ情報の更新において、前記空間を浄化する浄化用機
器の動作状態に基づいて、前記マップ情報における感染リスクを下げる
　請求項２～４のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項６】
　前記第一特定部は、さらに、前記人の前記感染レベルの変化を特定し、
　前記第一情報処理部は、さらに、特定された前記人の前記感染レベルの変化に基づいて
、現在のマップ情報を更新する、または、過去の前記マップ情報を修正する
　請求項２～５のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項７】
　前記第一特定部は、さらに、前記空間にこれから入る入室者の前記感染性物質への感染
レベルを特定し、
　前記第一情報処理部は、さらに、前記入室者の感染レベルに基づいて、前記入室者を前
記空間内の所定の位置に誘導するための情報を出力する
　請求項１～６のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項８】
　さらに、前記マップ情報に基づいて、前記空間に滞在する対象者の個別感染リスクを算
出する第二情報処理部を備える
　請求項１～７のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項９】
　前記第二情報処理部は、過去の前記マップ情報が修正された場合に、修正後の前記マッ
プ情報に基づいて、前記対象者の個別感染リスクを再計算する
　請求項８に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１０】
　前記第二情報処理部は、さらに、算出された前記個別感染リスクと閾値との比較に基づ
いて、前記対象者へのアドバイス情報を出力する
　請求項８または９に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１１】
　前記アドバイス情報には、前記対象者に感染予防を求める情報が含まれる
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　請求項１０に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１２】
　前記第二情報処理部は、前記個別感染リスクを一定期間ごとにリセットする
　請求項８～１１のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１３】
　さらに、前記マップ情報に基づいて、前記空間を浄化する浄化用機器を制御する浄化制
御部を備える
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１４】
　さらに、前記マップ情報に基づいて、前記空間の浄化に関する浄化アドバイス情報を出
力する第一出力部を備える
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１５】
　さらに、前記マップ情報を画像として表示するための表示情報を出力する第二出力部を
備える
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の感染リスク特定システム。
【請求項１６】
　請求項８～１２のいずれか１項に記載の感染リスク特定システムによって算出された前
記対象者の個別感染リスクを示す画像を表示する表示部を備える
　情報端末。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の感染リスク特定システムによって出力された前記表示情報に基づい
て前記マップ情報を画像として表示する表示部を備える
　情報端末。
【請求項１８】
　コンピュータを、請求項１６または１７に記載の情報端末として動作させるためのプロ
グラム。
【請求項１９】
　空間に滞在する人の感染性物質への感染レベルを特定し、
　前記空間における前記人の位置を検出し、
　特定された前記人の感染レベル、及び、検出された前記人の位置に基づいて、前記空間
内の位置ごとに前記感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生成する
　感染リスク特定方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の感染リスク特定方法をコンピュータに実行させるためのプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感染リスク特定システム、情報端末、及び、感染リスク特定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　感染性物質による感染拡大を抑制するための技術が提案されている。特許文献１には、
感染の疑いがある者を絞り込むことができる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－１１７４１６号公報
【特許文献２】特開２０１３－５２７８４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、空間における感染性物質への感染リスクを特定することができる感染リスク
特定システムなどを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様に係る感染リスク特定システムは、空間に滞在する人の感染性物質への
感染レベルを特定する第一特定部と、前記空間における前記人の位置を検出する検出部と
、特定された前記人の感染レベル、及び、検出された前記人の位置に基づいて、前記空間
内の位置ごとに前記感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生成する第一情報処理
部とを備える。
【０００６】
　本発明の一態様に係る情報端末は、前記感染リスク特定システムによって算出された前
記対象者の個別感染リスクを示す画像を表示する表示部を備える。
【０００７】
　本発明の一態様に係る情報端末は、前記感染リスク特定システムによって出力された前
記表示情報に基づいて前記マップ情報を画像として表示する表示部を備える。
【０００８】
　本発明の一態様に係るプログラムは、コンピュータを、前記情報端末として動作させる
ためのプログラムである。
【０００９】
　本発明の一態様に係る感染リスク特定方法は、空間に滞在する人の感染性物質への感染
レベルを特定し、前記空間における前記人の位置を検出し、特定された前記人の感染レベ
ル、及び、検出された前記人の位置に基づいて、前記空間内の位置ごとに前記感染性物質
への感染リスクを示すマップ情報を生成する。
【００１０】
　本発明の一態様に係るプログラムは、前記感染リスク特定方法をコンピュータに実行さ
せるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、空間における感染性物質への感染リスクを特定することができる感染
リスク特定システムなどが実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、実施の形態に係る感染リスク特定システムの機能構成を示すブロック図
である。
【図２】図２は、実施の形態に係る感染リスク特定システムの適用対象の空間の一例を示
す上面図である。
【図３】図３は、体調を入力するための表示画面の一例を示す図である。
【図４】図４は、実施の形態に係る感染リスク特定システムの動作例１のフローチャート
である。
【図５】図５は、マップ情報を可視化した図である。
【図６】図６は、感染リスクの分散を説明するための図である。
【図７】図７は、マップ情報に基づく浄化用機器の制御のフローチャートである。
【図８】図８は、マップ情報を可視化する動作のフローチャートである。
【図９】図９は、浄化アドバイス情報に基づいて画像を表示する動作のフローチャートで
ある。
【図１０】図１０は、浄化アドバイス情報に基づいて表示される画像の一例を示す図であ
る。
【図１１】図１１は、個別感染リスクの経時変化の一例を示す図である。
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【図１２】図１２は、対象者に感染の予防を求める画像の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、対象者に帰宅を促す画像の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、感染リスクの低い場所へ行くまでの経路を示す画像の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、実施の形態について、図面を参照しながら具体的に説明する。なお、以下で説明
する実施の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものである。以下の実施の形
態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、ステップ
、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、以下の実
施の形態における構成要素のうち、独立請求項に記載されていない構成要素については、
任意の構成要素として説明される。
【００１４】
　なお、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図にお
いて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付し、重複する説明は省略または簡略
化される場合がある。
【００１５】
　（実施の形態）
　［感染リスク特定システムの構成］
　まず、実施の形態に係る感染リスク特定システムの構成について説明する。図１は、実
施の形態に係る感染リスク特定システムの機能構成を示すブロック図である。図２は、実
施の形態に係る感染リスク特定システムの適用対象の空間の一例を示す上面図である。
【００１６】
　実施の形態に係る感染リスク特定システム１０は、空間６０における感染性物質への感
染リスクを示すマップ情報を生成する動作を行うシステムである。空間６０は、例えば、
オフィスであるが、介護施設、病院、または、病院の待合室などの他の閉空間であっても
よい。感染性物質とは、例えば、カビ、細菌、または、ウイルスなどである。図１に示さ
れるように、感染リスク特定システム１０は、スキャナ２１と、カメラ２２と、マイク２
３と、第一サーバ装置３１と、第二サーバ装置３２と、第三サーバ装置３３と、バイタル
センサ３４、携帯端末３５と、浄化用機器３６と、情報処理装置４０とを備える。
【００１７】
　スキャナ２１及び第一サーバ装置３１は、電波に基づいて空間６０に滞在する人の位置
を特定するための機器である。スキャナ２１は、空間６０に滞在する人が所持するビーコ
ン信号出力装置が出力するビーコン信号を受信し、ビーコン信号の受信信号強度（ＲＳＳ
Ｉ：Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を計
測する。スキャナ２１は、例えば、空間６０の天井に取り付けられる。ビーコン信号出力
装置は、より具体的には、空間６０に滞在する人が所持する携帯端末３５である。感染リ
スク特定システム１０は、複数のスキャナ２１を備えるが、少なくとも１つのスキャナ２
１を備えればよい。
【００１８】
　第一サーバ装置３１は、スキャナ２１によって計測された受信信号強度に基づいて、空
間６０に滞在する人の位置（より詳細には、当該人が所持する携帯端末３５の位置）を特
定し、特定した人の位置を示す位置情報を記憶する。上記ビーコン信号には携帯端末３５
のＩＤが含まれ、位置情報においては、携帯端末３５のＩＤと空間６０における座標とが
対応付けられている。位置情報は、例えば、定期的に更新される。
【００１９】
　なお、スキャナ２１及び第一サーバ装置３１に代えて、空間６０に滞在する人が所持す
るＲＦＩＤタグ（具体的には、入室用のＩＤカードなど）を検出する位置検出システムが
用いられてもよい。
【００２０】
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　カメラ２２及び第二サーバ装置３２は、画像に基づいて空間６０に滞在する人の位置を
特定するための機器である。カメラ２２は、空間６０内の画像（具体的には、動画像また
は静止画像）を撮像する。感染リスク特定システム１０は、複数のカメラ２２を備えるが
、少なくとも１つのカメラ２２を備えればよい。
【００２１】
　第二サーバ装置３２は、カメラ２２によって撮像された画像の画像処理を行うことによ
り、空間６０に滞在する人の位置を特定し、特定した人の位置を示す位置情報を記憶する
。
【００２２】
　例えば、第二サーバ装置３２は、空間６０に滞在する可能性のある人の顔の画像のデー
タベース（個人ＩＤと顔の画像の画像情報とが対応付けられたデータベース）を有し、カ
メラ２２によって撮像された画像に基づく顔認識処理により画像に写った人の個人ＩＤを
特定することができる。上記位置情報においては、このように特定された個人ＩＤと、当
該個人ＩＤを有する人の空間６０における座標とが対応付けられている。位置情報は、例
えば、定期的に更新される。
【００２３】
　また、第二サーバ装置３２は、カメラ２２から得られる画像データを用いた画像認識処
理（既存のパターンマッチング処理など。例えば、特許文献２参照）により、空間６０に
滞在する人の感染性物質（飛沫）の排出動作（具体的には、くしゃみまたは咳）を検出す
ることができる。第二サーバ装置３２は、上記個人ＩＤと、感染性物質の排出動作が行わ
れた位置（座標）及び時刻とを対応付けて排出動作情報として記憶する。なお、排出動作
情報には、排出動作を行った人の向き、当該人の姿勢、当該人の口の位置などの情報が含
まれてもよい。
【００２４】
　マイク２３及び第三サーバ装置３３は、音声に基づいて空間６０に滞在する人が排出動
作を行った位置を特定する。マイク２３は、空間６０内の音声を取得する。感染リスク特
定システム１０は、複数のマイク２３を備えるが、少なくとも１つのマイク２３を備えれ
ばよい。
【００２５】
　第三サーバ装置３３は、マイク２３を通じて得られる音声を対象とした音声認識処理に
より、空間６０に滞在する人の感染性物質の排出動作の発生位置を特定する。排出動作の
音声とそれ以外の音声とは、例えば、機械学習により構築された識別器によって区別する
ことができる。また、マイクアレイなどの複数のマイク２３を用いて音声（この場合、く
しゃみまたは咳の音声）の到来方向を推定する技術が知られており、第三サーバ装置３３
は、このような技術によりくしゃみまたは咳などの排出動作を行った人の位置を特定する
ことができる。第二サーバ装置３２は、排出動作が行われた位置（座標）と感染性物質の
排出動作が行われた時刻とを対応付けて排出動作情報として記憶する。
【００２６】
　バイタルセンサ３４は、空間６０に滞在する人の生体情報を検出する。バイタルセンサ
３４は、例えば、人の皮膚（例えば、指先）を通して動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）を計
測するパルスオキシメータであり、空間６０の出入り口に設置される。空間６０に出入り
する人は、例えば、１日に１度（例えば、空間６０に最初に入るタイミングに）、バイタ
ルセンサ３４により動脈血酸素飽和度を計測することが求められる。計測の際に計測対象
の人の個人ＩＤまたは当該人が所持する携帯端末３５のＩＤが取得（例えば、入力）され
、当該人のＳｐＯ２情報とともに情報処理装置４０に送信される。
【００２７】
　なお、バイタルセンサ３４は、パルスオキシメータに限定されず、後述する感染レベル
を特定できるような生体情報（例えば、体温、脈拍数、心拍数、呼吸数など）を検出でき
ればよい。また、バイタルセンサ３４は、空間６０または空間６０の周辺に設置される機
器に限定されず、空間６０に滞在する人に装着されるウェアラブル型のセンサとして実現
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されてもよい。バイタルセンサ３４は、携帯端末３５の一機能として実現されてもよい。
【００２８】
　携帯端末３５は、空間６０に滞在する人が所持するスマートフォンまたはタブレット端
末などの情報通信端末である。携帯端末３５は、表示部３５ａを備え、携帯端末３５を所
持する人は、例えば、専用のアプリケーションを実行中に表示部３５ａに表示される表示
画面を通じて、自身の体調を入力する。図３は、体調を入力するための表示画面の一例を
示す図である。入力された体調を示す体調情報は、携帯端末３５のＩＤとともに情報処理
装置４０に送信される。
【００２９】
　浄化用機器３６は、空間６０の浄化を行う機器である。浄化用機器３６は、情報処理装
置４０（具体的には、浄化制御部５８）から出力される制御信号に基づいて動作する。こ
こでの浄化は広義の浄化を意味し、次亜塩素酸などによって感染性物質の除菌または殺菌
を行うことだけでなく、送風または換気により感染性物質を空間６０の外に排出すること
なども浄化に含まれる。
【００３０】
　浄化用機器３６には、例えば、除菌機器、送風機器、及び、換気機器などが含まれる。
除菌機器は、例えば、次亜塩素酸水を放出する機器であるが、空気を回収し、回収した空
気を次亜塩素酸によって除菌して吐き出す機器、または、その他の除菌機器であってもよ
い。送風機器は、例えば、サーキュレータなどの比較的指向性の高い送風機器であるが、
空調機器などであってもよい。換気機器は、排気、及び、給気の少なくとも一方を行う機
器である。排気は、空間６０内の空気を空間６０外に排出することを意味し、給気は、空
間６０外の空気を空間６０内に取り込むことを意味する。
【００３１】
　［情報処理装置の構成］
　次に、情報処理装置４０の具体的構成について引き続き図１を参照しながら説明する。
情報処理装置４０は、通信部４１と、記憶部４２と、情報処理部５０とを備える。
【００３２】
　通信部４１は、情報処理装置４０が、第一サーバ装置３１、第二サーバ装置３２、第三
サーバ装置３３、バイタルセンサ３４、携帯端末３５、及び、浄化用機器３６と通信を行
うための通信回路（言い換えれば、通信インターフェース）である。通信部４１は、具体
的には、第一サーバ装置３１から位置情報を取得し、第二サーバ装置３２から位置情報及
び排出動作情報を取得し、第三サーバ装置３３から排出動作情報を取得する。また、通信
部４１は、バイタルセンサ３４からＳｐＯ２情報を取得し、携帯端末３５から体調情報を
取得する。また、通信部４１は、浄化用機器３６に制御信号を送信する。通信部４１及び
各機器の間の通信は、無線通信であってもよいし、有線通信であってもよい。通信規格に
ついても特に限定されない。
【００３３】
　記憶部４２は、情報処理部５０が情報処理を行うために実行するプログラム、当該情報
処理に必要な情報などが記憶される記憶装置である。記憶部４２には、例えば、空間６０
の形状及び大きさを示すベースマップ情報なども記憶される。記憶部４２は、半導体メモ
リなどによって実現される。
【００３４】
　情報処理部５０は、空間６０における感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生
成する動作（以下、マップ情報の生成動作とも記載される）を行う。情報処理部５０は、
例えば、マイクロコンピュータによって実現されるが、プロセッサによって実現されても
よい。情報処理部５０は、具体的には、第一特定部５１と、第二特定部５２と、検出部５
３と、第一情報処理部５４と、第二情報処理部５５と、第一出力部５６と、第二出力部５
７と、浄化制御部５８とを備える。
【００３５】
　［マップ情報の生成動作］
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　次に、感染リスク特定システム１０のマップ情報の生成動作について説明する。図４は
、感染リスク特定システム１０の動作例１のフローチャートである。
【００３６】
　まず、第一特定部５１は、空間６０に滞在する人の感染性物質への感染レベルを特定す
る（Ｓ１１）。感染レベルは、例えば、５段階（感染レベル１（感染している可能性が低
い）～感染レベル５（感染している可能性が高い）で表現される。
【００３７】
　感染レベルは、例えば、通信部４１がバイタルセンサ３４から取得したＳｐＯ２情報に
基づいて特定される。第一特定部５１は、具体的には、ＳｐＯ２情報が示す動脈血酸素飽
和度が低いほど体調が優れないと考えられるため、感染レベルが高いと特定する。５段階
のレベル分けには、例えば、閾値が用いられる。
【００３８】
　また、感染レベルは、通信部４１が携帯端末３５から取得した体調情報に基づいて特定
されてもよい。図３に示されるように体調が５段階の中から選択される場合、選択された
体調がそのまま感染レベルとされる。
【００３９】
　また、感染レベルは、通信部４１が第二サーバ装置３２または第三サーバ装置３３から
取得した排出動作情報に基づいて特定されてもよい。第一特定部５１は、具体的には、所
定期間における排出動作の回数が多いほど、感染レベルが高いと特定する。５段階のレベ
ル分けには、例えば、閾値が用いられる。なお、第三サーバ装置３３によって提供される
排出動作情報には、人を識別するための情報（携帯端末３５のＩＤまたは個人ＩＤ）が含
まれない。この場合は、通信部４１は、第一サーバ装置３１または第二サーバ装置３２か
ら取得した位置情報を用いて、排出動作情報によって示される排出動作が行われた位置と
位置情報によって示される人の位置とを照合することで感染レベルとＩＤとを紐づけるこ
とができる。
【００４０】
　次に、検出部５３は、空間６０における人の位置を検出する（Ｓ１２）。人の位置は、
通信部４１が第一サーバ装置３１または第二サーバ装置３２から取得した位置情報に基づ
いて検出される。検出された人の位置は、ＩＤ（携帯端末３５のＩＤまたは個人ＩＤ）に
よってステップ当該人の感染レベルと紐づけられる。なお、感染レベルが個人ＩＤに紐づ
けられており、人の位置が携帯端末３５のＩＤに紐づけられているような場合、個人ＩＤ
及び携帯端末３５のＩＤの対応関係を示す情報が記憶部４２に記憶されていれば、人の位
置及び当該人の感染レベルを紐づけることができる。
【００４１】
　次に、第一情報処理部５４は、ステップ特定された人の感染レベル、及び、検出された
人の位置に基づいて、空間６０内の位置ごとに感染性物質への感染リスクを示すマップ情
報を生成する（Ｓ１３）。図５は、マップ情報を可視化した図である。なお、図５は、一
例として感染リスクを４段階で示している。
【００４２】
　第一情報処理部５４は、例えば、記憶部４２に記憶されたベースマップ情報上で、人が
滞在している位置を中心とした所定範囲（例えば、円形）に感染リスクを示す評価値を設
定する。この評価値は、当該人の感染レベルが高いほど大きくなる。空間６０に複数の人
が滞在している場合、ある人を中心とした所定範囲と他の人の位置を中心とした所定範囲
とが重なる場合があるが、この重複範囲についてはある人の評価値と他の人の評価値とが
合計される。このような処理の後、評価値を４段階で表現することにより図５に示される
ようなマップ情報が得られる。
【００４３】
　［マップ情報の更新動作］
　第一情報処理部５４は、さらに、マップ情報を時間の経過とともに更新する（Ｓ１４）
。第一情報処理部５４は、マップ情報をリアルタイムに更新する。ここでのリアルタイム
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は、厳密な意味ではなく、実質的にリアルタイムであることを意味する。
【００４４】
　第一情報処理部５４は、例えば、人の位置の変化（移動）に基づいて、マップ情報を更
新する。第一情報処理部５４は、更新タイミングにおける人の位置を特定し、特定した位
置を中心とした所定範囲に評価値を追加設定する。そして、更新前に設定した評価値に追
加設定した評価値を加算した後、評価値を４段階で表現する。
【００４５】
　ここで、マップ情報を更新する際には、更新前に設定した感染リスク（評価値）を時間
の経過を考慮して分散させてもよい。図６は、感染リスクの分散を説明するための図であ
る。
【００４６】
　感染リスクが感染性物質の濃度を模擬したものであると考えれば、感染リスクは感染性
物質の濃度と同様に、時間の経過とともに自然拡散（言い換えれば、分散）することにな
る。図６に示されるように、感染リスク（評価値）は、当初は局所的に高いものの、時間
の経過とともに低下する。しかしながら評価値が設定される範囲は広がる。第一情報処理
部５４は、このようにマップ情報において、更新前の感染リスク（評価値）を時間の経過
に応じて分散させてもよい。この処理には、例えば、フィックの法則に基づく計算式が用
いられる。
【００４７】
　また、マップ情報が生成されてからマップ情報の更新タイミングまでの間に、空間６０
内に滞在する人がマップ情報の排出動作を行った場合、第一情報処理部５４は、このよう
な排出動作を考慮して、排出動作を行った人の位置の感染リスク、及び、マップ情報にお
ける当該人の位置の周辺の感染リスクの少なくとも一方を上げてもよい。つまり、第一情
報処理部５４は、排出動作に基づく評価値の加算を行ってもよい。
【００４８】
　排出動作が行われたか否かは、第二特定部５２によって特定される。第二特定部５２は
、通信部４１が第二サーバ装置３２または第三サーバ装置３３から取得した排出動作情報
に基づいて、排出動作が行われた位置を特定することができる。なお、どの程度感染リス
クを上げるかは、例えば、排出動作を行った人の感染レベルに応じて変更され、感染レベ
ルの高い人が排出動作を行った位置では感染リスクは大幅に上げられる。
【００４９】
　また、排出動作情報に、排出動作を行った人の向き、当該人の姿勢、当該人の口の位置
などの情報が含まれる場合には、これらの情報に基づいて感染リスクを上げる位置（中心
位置）が調整されてもよい。どの程度の範囲について感染リスクを上げるかについては、
経験的または実験的に適宜定められればよい。
【００５０】
　また、マップ情報が生成されてからマップ情報の更新タイミングまでの間に、浄化用機
器３６が浄化動作を行った場合、第一情報処理部５４は、このような浄化用機器３６の動
作状態を考慮して、浄化対象となった位置の感染リスクを下げてもよい。つまり、第一情
報処理部５４は、排出動作に基づく評価値の減算を行ってもよい。
【００５１】
　浄化用機器３６の動作状態は、浄化制御部５８によって管理されている。第一情報処理
部５４は、浄化制御部５８によって特定される浄化用機器３６の動作状態（動作した浄化
用機器３６の種類、浄化の強度、及び、浄化対象となる位置）に基づいて、浄化動作が行
われたと推定される位置の感染リスクを下げることができる。なお、どの程度感染リスク
を下げるか、及び、どの程度の範囲について感染リスクを下げるかについては、経験的ま
たは実験的に適宜定められればよい。
【００５２】
　ところで、マップ情報が生成されてからマップ情報の更新タイミングまでの間に、空間
６０内に滞在する人の感染レベルが変化する（言い換えれば、感染レベルが更新される）
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場合もある。このような場合、第一特定部５１は、人の感染レベルの変化を特定し、第一
情報処理部５４は、特定された人の感染レベルの変化に基づいて、マップ情報を更新する
。感染レベルの変化は、ステップＳ１１で説明された各種情報によって特定可能である。
【００５３】
　また、上述のように、１日に１度バイタルセンサ３４により動脈血酸素飽和度が計測さ
れるような場合、感染レベルの更新頻度は低い。したがって、感染レベルが更新されたと
きには、実際にはそれよりも前に感染レベルが変化していたことも考えられる。このよう
な場合、第一情報処理部５４は、感染レベルが更新されたタイミングよりも所定期間前か
ら感染レベルが変わっていたものとみなして、記憶部４２に記憶された過去のマップ情報
を修正してもよい。なお、過去のマップ情報が修正されれば、後述する個別感染リスクの
算出結果が変わることになる。
【００５４】
　［マップ情報の使用例］
　このようなマップ情報は、例えば、浄化用機器３６の制御に用いられる。図７は、マッ
プ情報に基づく浄化用機器３６の制御のフローチャートである。
【００５５】
　浄化制御部５８は、第一情報処理部５４によって生成または更新されたマップ情報を取
得し（Ｓ２１）、取得したマップ情報に基づいて、浄化用機器３６を制御する（Ｓ２２）
。浄化制御部５８は、例えば、空間６０内の感染リスクの高い位置を優先して浄化用機器
３６に浄化させる。
【００５６】
　このように、感染リスク特定システム１０は、マップ情報に基づいて空間６０の感染リ
スクを高いところを優先的に浄化することができる。
【００５７】
　また、感染リスク特定システム１０は、マップ情報を可視化することもできる。図８は
、マップ情報を可視化する動作のフローチャートである。
【００５８】
　情報処理装置４０の第二出力部５７は、第一情報処理部５４によって生成または更新さ
れたマップ情報を取得し（Ｓ３１）、取得したマップ情報を画像として表示するための表
示情報を出力する（Ｓ３２）。出力された表示情報は、通信部４１によって、例えば、携
帯端末３５に送信される（Ｓ３３）。
【００５９】
　この結果、携帯端末３５の表示部３５ａは、表示情報に基づいて、マップ情報を画像と
して表示することができる。表示部３５ａは、例えば、図５のような画像を表示する。な
お、表示情報は、携帯端末３５以外の情報端末（例えば、据え置き型の情報端末）に送信
されてもよい。
【００６０】
　なお、マップ情報は、閲覧が制限されていてもよい。例えば、表示情報は暗号化されて
いてもよいし、特定の情報端末にのみ送信されてもよい。
【００６１】
　また、感染リスク特定システム１０は、マップ情報に基づいて、空間６０の浄化に関す
る浄化アドバイス情報を出力することもできる。図９は、浄化アドバイス情報に基づいて
画像を表示する動作のフローチャートである。
【００６２】
　情報処理装置４０の第一出力部５６は、第一情報処理部５４によって生成または更新さ
れたマップ情報を取得し（Ｓ４１）、取得したマップ情報に基づいて浄化アドバイス情報
を出力する（Ｓ４２）。浄化アドバイス情報は、浄化（清掃）の必要性が高い（つまり、
感染リスクが高い）位置を示す情報である。浄化アドバイス情報は、マップ情報を元に生
成されてもよいし、マップ情報そのものが浄化アドバイス情報とされてもよい。出力され
た浄化アドバイス情報は、通信部４１によって例えば携帯端末３５に送信される（Ｓ４３
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）。
【００６３】
　この結果、携帯端末３５の表示部３５ａは、空間６０において浄化の必要性が高い位置
を画像として表示することができる。図１０は、浄化アドバイス情報に基づいて表示され
る画像の一例を示す図である。なお、浄化アドバイス情報は、携帯端末３５以外の情報端
末（例えば、据え置き型の情報端末）に送信されてもよい。
【００６４】
　［個別感染リスク］
　上記マップ情報は、空間６０に滞在する人に共通に提供される情報であるが、感染リス
ク特定システム１０は、空間６０に滞在する特定人（以下、対象者とも記載する）の個別
感染リスクを算出することもできる。
【００６５】
　対象者の個別感染リスクの算出に関連する情報処理は、第二情報処理部５５によって行
われる。個別感染リスクは、マップ情報に基づいて定められる対象者の位置における感染
リスクと、当該位置における滞在時間とによって算出される。具体的には、マップ情報に
おける感染リスク（例えば、４段階）のそれぞれに単位時間当たりの個別感染リスク増加
量が定められ、個別感染リスクは、個別感染リスク増加量に滞在時間を乗算した値を積算
していくことで得られる。図１１は、個別感染リスクの経時変化の一例を示す図である。
なお、積算された対象者の個別感染リスクは、一定期間（例えば、２４時間）ごとにリセ
ットされる。
【００６６】
　個別感染リスク増加量は、感染リスクが高いほど大きい値となる。したがって、対象者
が感染リスクの高い場所に長く滞在すると個別感染リスクは急激に上昇する。また、対象
者が感染リスクの低い場所に滞在しているときには、個別感染リスクはあまり上昇しない
。
【００６７】
　第二情報処理部５５は、このような方法で個別感染リスクを算出した上で、算出された
個別感染リスクと閾値との比較に基づいて、対象者へのアドバイス情報を出力する。図１
１の例では、閾値ｔ１、及び、閾値ｔ２の２つの閾値が図示されている。
【００６８】
　例えば、個別感染リスクが閾値ｔ１を超えると、第二情報処理部５５は、第一アドバイ
ス情報を出力し、出力された第一アドバイス情報は、通信部４１によって対象者の携帯端
末３５に送信される。この結果、携帯端末３５の表示部３５ａは、対象者に感染の予防を
求める画像を表示する。図１２は、対象者に感染の予防を求める画像の一例を示す図であ
る。このように、第一アドバイス情報には、対象者に感染予防を求める情報が含まれる。
図１２の例では、個別感染リスクの増加がリアルタイムでグラフ化された上で、対象者に
感染予防を求めるメッセージが表示されている。
【００６９】
　また、個別感染リスクが閾値ｔ２を超えると、第二情報処理部５５は、第二アドバイス
情報を出力し、出力された第二アドバイス情報は、通信部４１によって対象者の携帯端末
３５に送信される。この結果、携帯端末３５の表示部３５ａは、対象者に帰宅（空間６０
から離れること）を促す画像を表示する。図１３は、対象者に帰宅を促す画像の一例を示
す図である。図１３の例では、個別感染リスクの増加がリアルタイムでグラフ化された上
で、対象者に感染予防を求めるメッセージが表示されている。このように、携帯端末３５
の表示部３５ａには個別感染リスクに応じて段階的に互いに異なる画像が表示される。
【００７０】
　なお、上述のように感染レベルの更新頻度が低い場合には、過去のマップ情報が修正さ
れる場合がある。このような場合、個別感染リスクの算出結果も変わる。そこで、第二情
報処理部５５は、過去のマップ情報が修正された場合に、修正後のマップ情報に基づいて
、対象者の個別感染リスクを再計算する。
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【００７１】
　このような感染リスク特定システム１０は、より適切な個別感染リスクを算出すること
ができる。
【００７２】
　［変形例］
　ところで、感染レベルを特定するための構成（例えば、バイタルセンサ３４など）が空
間６０の入り口に設けられ、空間６０にこれから入る入室者の感染レベルが高いことを第
一特定部５１が特定できる場合がある。このような場合に入室者をそのまま空間６０に入
れると、空間６０における感染レベルが上がってしまう。
【００７３】
　そこで、第一情報処理部５４は、入室者の感染レベルに基づいて、入室者を空間６０内
の所定の位置に誘導するための第一情報を出力してもよい。第一情報処理部５４は、例え
ば、入室者の感染レベルが所定レベル以上である場合に、入室者を空間６０の個室に誘導
するための第一情報を出力する。第一情報は、通信部４１によって、例えば、入室者の携
帯端末３５に送信され、携帯端末３５の表示部３５ａは、受信された第一情報に基づいて
、入室者を個室に誘導するための画像を表示する。なお、空間６０の入り口に表示装置が
設けられ、通信部４１は第一情報を表示装置に送信してもよい。この場合、表示装置は、
受信された第一情報に基づいて、入室者を個室に誘導するための画像を表示する。
【００７４】
　同様に、空間６０にこれから入る入室者の感染レベルが低いことを第一特定部５１が特
定できる場合には入室者を感染リスクの低い場所に誘導することで、入室者が感染性物質
に感染してしまうことを抑制することができる。
【００７５】
　そこで、この場合も第一情報処理部５４は、入室者の感染レベルに基づいて、入室者を
空間６０内の所定の位置に誘導するための第一情報を出力する。第一情報処理部５４は、
例えば、入室者の感染レベルが所定レベル未満である場合に、入室者を空間６０内の感染
リスクの低い場所に誘導するための第一情報を出力する。感染リスクの低い場所は、マッ
プ情報に基づいて特定される。第一情報は、通信部４１によって、例えば、入室者の携帯
端末３５に送信され、携帯端末３５の表示部３５ａは、受信された第一情報に基づいて、
入室者を感染リスクの低い場所に誘導するための画像を表示する。なお、空間６０の入り
口に表示装置が設けられ、通信部４１は第一情報を表示装置に送信してもよい。この場合
、表示装置は、受信された第一情報に基づいて、入室者を感染リスクの低い場所に誘導す
るための画像を表示する。
【００７６】
　なお、表示部３５ａまたは表示装置には、感染リスクの低い場所へ行くまでの経路が表
示されてもよい。つまり、感染リスク特定システム１０は、感染リスクの低い場所までの
ナビゲーションを行ってもよい。図１４は、感染リスクの低い場所へ行くまでの経路を示
す画像の一例を示す図である。
【００７７】
　このような画像を表示するために、第一情報処理部５４は、マップ情報に基づいて感染
リスクの低い経路を選択し、当該経路を通知するための第二情報を出力する。第二情報は
、通信部４１によって、入室者の携帯端末３５または表示装置に送信される。
【００７８】
　［効果等］
　以上説明したように、感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する人の感染性
物質への感染レベルを特定する第一特定部５１と、空間６０における人の位置を検出する
検出部５３と、特定された人の感染レベル、及び、検出された人の位置に基づいて、空間
６０内の位置ごとに感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生成する第一情報処理
部５４とを備える。
【００７９】



(13) JP 2020-67939 A 2020.4.30

10

20

30

40

50

　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する人の位置及び感染レベ
ルに基づいて、空間６０における感染リスクを特定することができる。
【００８０】
　また、例えば、第一情報処理部５４は、さらに、マップ情報を時間の経過とともに更新
する。
【００８１】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０における感染リスクを特定するこ
とができる。
【００８２】
　また、例えば、第一情報処理部５４は、マップ情報の更新において、マップ情報におけ
る感染リスクを時間の経過とともに分散させる。
【００８３】
　このような感染リスク特定システム１０は、感染性物質の自然拡散を模擬した態様でマ
ップ情報を更新することができる。
【００８４】
　また、例えば、感染リスク特定システム１０さらに、人が所定の動作を行ったことを特
定する第二特定部５２を備える。第一情報処理部５４は、マップ情報の更新において、人
が所定の動作を行ったことが特定された場合には、マップ情報における当該人の位置の感
染リスク、及び、マップ情報における当該人の位置の周辺の感染リスクの少なくとも一方
を上げる。所定の動作は、例えば、感染性物質の排出動作であるが、特に限定されない。
【００８５】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する人の所定の動作の影響
をマップ情報に反映することができる。
【００８６】
　また、例えば、第一情報処理部５４は、マップ情報の更新において、空間６０を浄化す
る浄化用機器３６の動作状態に基づいて、マップ情報における感染リスクを下げる。
【００８７】
　このような感染リスク特定システム１０は、浄化用機器３６の動作状態をマップ情報に
反映することができる。
【００８８】
　また、例えば、第一特定部５１は、さらに、人の感染レベルの変化を特定する。第一情
報処理部５４は、さらに、特定された人の感染レベルの変化に基づいて、現在のマップ情
報を更新する、または、過去の前記マップ情報を修正する。
【００８９】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する人の感染レベルの変化
の影響をマップ情報に反映することができる。
【００９０】
　また、例えば、第一特定部５１は、さらに、空間６０にこれから入る入室者の感染性物
質への感染レベルを特定する。第一情報処理部５４は、さらに、入室者の感染レベルに基
づいて、入室者を空間６０内の所定の位置に誘導するための情報を出力する。
【００９１】
　このような感染リスク特定システム１０は、感染レベルの低い入室者を感染リスクの低
い場所（所定の位置の一例）に誘導することで、当該入室者が感染性物質に感染してしま
うことを抑制することができる。また、感染リスク特定システム１０は、感染レベルの高
い入室者を個室（所定の位置の別の一例）などに誘導することで、空間６０における感染
リスクが上昇してしまうことを抑制することができる。
【００９２】
　また、例えば、感染リスク特定システム１０は、さらに、マップ情報に基づいて、空間
６０に滞在する対象者の個別感染リスクを算出する第二情報処理部５５を備える。
【００９３】
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　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する対象者の個別感染リス
クを算出することができる。
【００９４】
　また、例えば、第二情報処理部５５は、過去のマップ情報が修正された場合に、修正後
のマップ情報に基づいて、対象者の個別感染リスクを再計算する。
【００９５】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する対象者の個別感染リス
クをより適切に算出することができる。
【００９６】
　また、例えば、第二情報処理部５５は、さらに、算出された個別感染リスクと閾値との
比較に基づいて、対象者へのアドバイス情報を出力する。
【００９７】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する対象者の個別感染リス
クに基づいて、対象者に感染を抑制するためのアドバイスを送ることができる。
【００９８】
　また、例えば、アドバイス情報には、対象者に感染予防を求める情報が含まれる。
【００９９】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する対象者の個別感染リス
クに基づいて、対象者に感染予防を求めることができる。
【０１００】
　また、例えば、第二情報処理部５５は、個別感染リスクを一定期間ごとにリセットする
。
【０１０１】
　このような感染リスク特定システム１０は、空間６０に滞在する対象者の個別感染リス
クを一定期間ごとにリセットすることができる。
【０１０２】
　また、例えば、感染リスク特定システム１０は、さらに、マップ情報に基づいて、空間
６０を浄化する浄化用機器３６を制御する浄化制御部５８を備える。
【０１０３】
　このような感染リスク特定システム１０は、マップ情報に基づいて、空間６０を浄化す
ることができる。
【０１０４】
　また、例えば、感染リスク特定システム１０は、さらに、マップ情報に基づいて、空間
６０の浄化に関する浄化アドバイス情報を出力する第一出力部５６を備える。
【０１０５】
　このような感染リスク特定システム１０は、マップ情報に基づいて、感染リスクの高い
場所の浄化を促すことができる。
【０１０６】
　また、例えば、感染リスク特定システム１０は、さらに、マップ情報を画像として表示
するための表示情報を出力する第二出力部５７を備える。
【０１０７】
　このような感染リスク特定システム１０は、マップ情報を可視化することができる。
【０１０８】
　また、本発明は、携帯端末３５として実現されてもよい。このような携帯端末３５は、
感染リスク特定システム１０によって算出された対象者の個別感染リスクを示す画像を表
示する表示部３５ａを備える。携帯端末３５は、情報端末の一例である。
【０１０９】
　このような携帯端末３５は、対象者の個別感染リスクを提示することができる。
【０１１０】
　また、携帯端末３５は、感染リスク特定システム１０によって出力された表示情報に基
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づいてマップ情報を画像として表示する表示部３５ａを備える。
【０１１１】
　このような携帯端末３５は、マップ情報を可視化することができる。
【０１１２】
　また、感染リスク特定システム１０などのコンピュータが実行する感染リスク特定方法
は、空間６０に滞在する人の感染性物質への感染レベルを特定し、空間６０における人の
位置を検出し、特定された人の感染レベル、及び、検出された人の位置に基づいて、空間
６０内の位置ごとに感染性物質への感染リスクを示すマップ情報を生成する。
【０１１３】
　このような感染リスク特定方法は、空間６０に滞在する人の位置及び感染レベルに基づ
いて、空間６０における感染リスクを特定することができる。
【０１１４】
　（その他の実施の形態）
　以上、実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施の形態に限定されるもので
はない。
【０１１５】
　例えば、感染リスク特定システムが浄化する空間は、オフィス、介護施設、病院、また
は、病院の待合室などに限定されない。感染リスク特定システムが浄化する空間は、空港
であってもよい。また、感染リスク特定システムが浄化する空間は、建築物に限らず、鉄
道または飛行機など移動体内の空間であってもよい。
【０１１６】
　また、上記実施の形態において、特定の処理部が実行する処理を別の処理部が実行して
もよい。また、複数の処理の順序が変更されてもよいし、複数の処理が並行して実行され
てもよい。
【０１１７】
　また、上記実施の形態において、各構成要素は、各構成要素に適したソフトウェアプロ
グラムを実行することによって実現されてもよい。各構成要素は、ＣＰＵまたはプロセッ
サなどのプログラム実行部が、ハードディスクまたは半導体メモリなどの記録媒体に記録
されたソフトウェアプログラムを読み出して実行することによって実現されてもよい。
【０１１８】
　また、各構成要素は、ハードウェアによって実現されてもよい。各構成要素は、回路（
または集積回路）でもよい。これらの回路は、全体として１つの回路を構成してもよいし
、それぞれ別々の回路でもよい。また、これらの回路は、それぞれ、汎用的な回路でもよ
いし、専用の回路でもよい。
【０１１９】
　また、本発明の全般的または具体的な態様は、システム、装置、方法、集積回路、コン
ピュータプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実
現されてもよい。また、システム、装置、方法、集積回路、コンピュータプログラム及び
記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい。
【０１２０】
　例えば、本発明は、感染リスク特定方法として実現されてもよいし、感染リスク特定方
法をコンピュータに実行させるためのプログラムとして実現されてもよいし、このような
プログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な非一時的な記録媒体として実現され
てもよい。
【０１２１】
　また、本発明は、上記実施の形態の携帯端末に相当する情報端末として実現されてもよ
いし、コンピュータをこのような情報端末として動作させるための当該コンピュータによ
って実行されるプログラムとして実現されてもよい。また、本発明は、このようなプログ
ラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な非一時的な記録媒体として実現されてもよ
い。
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　また、上記実施の形態では、感染リスク特定システムは、複数の装置によって実現され
たが。単一の装置として実現されてもよい。感染リスク特定システムが複数の装置によっ
て実現される場合、上記実施の形態で説明された感染リスク特定システムが備える構成要
素は、複数の装置にどのように振り分けられてもよい。
【０１２３】
　その他、各実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態、また
は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で各実施の形態における構成要素及び機能を任意に組
み合わせることで実現される形態も本発明に含まれる。
【符号の説明】
【０１２４】
　１０　感染リスク特定システム
　３５　携帯端末（情報端末）
　３５ａ　表示部
　３６　浄化用機器
　５１　第一特定部
　５２　第二特定部
　５３　検出部
　５４　第一情報処理部
　５５　第二情報処理部
　５６　第一出力部
　５７　第二出力部
　５８　浄化制御部
　６０　空間
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